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1999年に発足し、現在では100名以上の学会員数を擁するまでに発展してきた英語史研究会が、会員による研究成果をまとめた論文集を刊行します。2006年から2009年にかけて個別に発表された研究を今回一書に編んで、学習者、研究者の便を図ります。
取り上げられている研究テーマはOld English, Middle English から現代の英語までを含みます。また利用されているアプローチの方法も、英語学からのものは当然として、文学的なアプローチを取った論文やコーパスを使用した論文までも含みます。
　

今後数年置きに英語史研究会の研究成果をまとめ、シリーズとして継続的に刊行して行く予定です。継続でのご購読をお勧め致します。読者の方のお手元にはもちろんのこと、所属されている大学の図書館・図書室に推薦していただけますようお願い致します。
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